
⑥調査結果

（國1) CAMI因子の学校糧羞
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〇将来の進路 に対する具体的な目的意識を示す 「進路CAMI」は、 小学校に比べ中学校で大きく落ち込んで

おり、 高等学校でわずかに高くなる結果であった。

0学習に対する主体性を示す 「学習統制・努力•他者の援助に関する関係性」は小学校と比較すると、 中学校 ・

高等学校で低くなった。
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（國1) CAMI因子の学校糧羞B県
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旦冒戸臼三三旦三三三
0本県の児童生徒は、 他県と比較して、 希望する最終の進学先に大きな相違がないものの、 家庭における学習時

間が少ない。

⑦調査緒畢から得られた課題

中学校・高等学校おいては、主体的に学習に取り組む態度に課題があ仏教育活動を通して社会と学びの関係

性を理解させる必要がある。

また、進路達成に向けた目的意識をもった学習や具体的な行動についても課題があり、目標に対して継続し

て努力する態度の育成が必要である。

⑧今後について

今回の調査結果をもとに、今後の本県における児童生徒の「キャリア発達」を促すためには以下のことが

重要であると考える。

①小中高（特別支援）のつながりを意識したキャリア教育

小中高等学校の児童生徒が12年間を通して 「 目的意識」を継続する必要がある。そのために、児童生徒が自らの学習状況

やキャリア形成を見通したり、振リ返ったりしながら、「キャリア・パスポー ト」を活用し、児童生徒の学びをつないでいく。

②「教 師 主 導 型」の授業からの脱却

教師主導型の知識を伝達する授業から児童生徒が主体的に学ぶ授業へと転換する必要がある。特に中高に

おいては、調査結果からも課題が挙がっており、さらに意識して取り組む必要がある。

③目標達成 に向けて行 動 す るカ

児童生徒が主体的に学ぶ授業を通し「学び方」を育成し、自律的な家庭学習へつなげる必要がある。また、部活

動や習い事等においても「なりたい自分」を目指して、具体的にやることを計画して行動に移す力が必要になる。

11 ．沖縄県のキャリア教育の基本的方向性

本県においては、2010年に 「沖縄21世紀ビジョン」が策定され、 未来の沖縄を担う子供たちに対して、 キャ

リア教育の視点を踏まえた取組を推進し、 確かな学力の向上や能力等を引き出す学校教育の充実を図ることが示

された。 また、 「沖縄県教育振興計画 （後期改訂版）」（2017年） においても、 「自ら学ぶ意欲を育て、 学力の向上

を目指すとともに、 豊かな表現力と粘り強さを持つ幼児児童生徒を育成する」ことを目標に掲げている。

社会の変化と 「沖縄県児童生徒キャリア形成等調査」で明らかになった本県の児章生徒の課題を踏まえて、 沖

縄県のキャリア教育の目標及び目指す児童生徒像などを、 次のように設定する。

①キャリア教育の目標

＼ 沖縄県におけるキャリア教青の目標 ／ 

目的意識を持って、 様々な人と協働し、社会を支える自立した人材の育成

0目的意識を持って

学校や家庭において、 進路選択など将来を見据え、 何のために行動するのかを意識すること。

〇様々な人と協働し

グロ ーバル化やインクルー シブなど共生社会が進展する中、 多様な価値観や異なる背景を持つ様々な人と、

対話や議論を通じて、 協働していくこと。

0社会を支える

自らの能力を発揮し、 社会の一員として積極的に社会参画すること。

0自立した

自分で考え、 計画して行動に移すことができ、 変化の激しい社会の中でも主体的に判断できること。

②目指す児童生徒像

＼ 沖纏県の目指す児重生餌• / 

自分で考え、計圃して、 行動に移すことのできる児童生徒

最終的に、自分で考え、計画し、それを実行するのは児童生徒自身である。 困難な課題に直面しても、あきらめず、

行動し挑戦し続けることのできる児童生徒へと導くことが、 また、 将来の目標に向けて、 教職員や保護者は児童

生徒と共に考え悩み、 寄リ添い支えながら、 児童生徒自身も主体的に目標に向かって努力する方向へ導くことが

重要である。

なお、 各学校においては、 目の前の児童生徒の現状をふまえた具体的な目標の設定や指導の在り方について学

校や教員の裁量に基づく多様な創意工夫が求められていることから、 沖縄県のキャリア教育の基本的方向性を参

考としつつ、 各学校のキャリア教育目標や目指す児童生徒像などを設定することが必要である。
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